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2広報きほく2022年3月号

　今回の水産コラムは「イシダイ」です。高級魚として知られる魚で、紀
北町でも水揚げされています。
　特徴的なのは、白と黒の太いしま模様。幼魚ほどしま模様がはっきりし
ており、オスは成長するにつれて目立たなくなります。一方、メスは成長
してもしま模様が残るといわれます。岩場の底を泳いで貝類やウニ類、甲
殻類をかみ砕いて食べることから「石をもかみ砕く歯」が名前の由来だと
いわれます。この地域では「イシダイ」のことを「ナベ」と呼ぶこともあ
ります。ほかにもしま模様がはっきりしている幼魚は「シマダイ」、「サン
バソウ」、老成魚は口の周りが黒くなることから「クチグロ」とも呼ばれま
す。高級魚で流通量も多くないことから手に入りにくい魚ですが、これか
ら漁獲が増える時期なので、機会があればぜひ食べてみたいですね。
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今月の表紙 　 F r o n t  c o v e r  

イシダイ
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広報きほく 3 月号 ～ Content s ～

赤羽中学校で赤羽小中学校運営協議会委員長の細野基

曽一さんが講師を務める「Big書道」が行われました。

平成 27年度から続く行事で、生徒は大きな筆で自分

の好きな漢字や熟語を力強く書いていました。

B i g 書道



3 広報きほく2022年3月号

「紀北町にはどんな仕事があるの？」「地元の人たちはどんな働き方をしているのだろう？」
そんな若い世代の人たちの問いに答えようと、しごとカードインタビューは紀北町にある
仕事や紀北町でいきいきと働いている人たちを紹介しています。

あなたにとって‟仕事 ”とは。

取材、写真／本庁企画課問い合わせ／本庁企画課　℡（46）3113

⼩学校教員

   中野 詩歩さん

「自分が楽しそうにしていることを大事に
しています」
自分が楽しんでいると、その雰囲気が子どもたちにも伝わ
るかなと思って。
取材当時、教員 2年目だった中野さんはどんなやりがいや
難しさを感じながら子どもたちと関わっていったのか…

なかの　　　　　しほ

笑顔でいること・いっぱい遊ぶこと
・元気よくあいさつすること

地域おこし協力隊
地域おこし協力隊

豊川が地元の人たちに
豊川が地元の人たちに

インタビュー！インタビュー！

インタビューの
続きはこちら！

「 できなかったことができるようになること 」
　何も分からなくてできなかった自分が、少しずつ何かができるように
なっていくことがうれしいです。

あなたの仕事の喜びは？

ロッジ⼭⽔（カキ養殖・渡船・⺠宿）

   上地 建⼀郎さん

「自分にとって、仕事とは自然に続けられる
こと」
家業だし身体を動かすことが好きなので自然な流れでこの
仕事に就いて、無理せず楽しんでできています。
20代半ばで地元に帰り家業に従事する上地さんが紀北町
の自然とともにどんなふうに仕事を楽しんでいるのか…

うえち　　 　  　  けんいちろう

⾃分のがんばり次第で
どうにかなる。

インタビューの
続きはこちら！

「お客さんの反応がうれしい 」
　釣りのお客さんが釣ったときの顔や、カキを食べて「おいしい！」
と言ってるお客さんの顔を見ているのが楽しいんですよね。

あなたの仕事の喜びは？
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新型コロナウイルス
にご注意ください。!

尾鷲保健所　　　　　　　　　℡ （23）3456　　　 【 9：00 ～ 21：00 の相談窓口】　
三重県救急医療情報センター　℡ 059（229）1199【 21：00 ～ 9：00 の相談窓口】

受診・相談センター

発熱などの症状がある場合は、まずは身近な医療機関に電話で相談しましょう。

県内の感染情報などは三重県『新型コロナウイルス感染症
特設サイト』（https://www.pref.mie.lg.jp/covid19.shtm）をご覧ください。

手洗いについてのお願い

水とハンドソープでウイルスは減らせます！ 30 秒は手を丁寧に洗うようにしましょう。

こまめに、ていねいに、ハンドソープで洗いましょう。

外出や移動は
『密』を回避

マスクを着けて
（口・鼻を覆う）
正面を避けて

こまめな
換気を

咳やくしゃみ
はしっかり
エチケット！

体調が悪い
ときは無理を
せず慎重に

新型コロナワクチン追加接種（3 回目接種）について

対象
　初回接種（1、2 回目接種）の完了から一定期間経過し
た 18 歳以上の方
※一定期間：医療従事者などや高齢者施設などの従事者
および入所者とその他の高齢者は 6 カ月経過後、64 歳以
下の方は７カ月経過後

　初回接種（1、2 回目接種）の完了から、一定期
間経過しても接種券が届かない場合はご連絡くだ
さい。

接種回数　1 回
接種費用　無料
接種券について
　1、2 回目接種とは異なり、予診票に接種券情報が記載
された接種券一体型の予診票を送付します。
※2 回目の接種後に紀北町に転入した方は、接種券の発
行申請が必要です。

接種方法
　個別接種または集団接種

　対象となる方に、順次、接種券を送付しています。
接種を希望される方は、案内をご確認の上、お申し込みください。

【問い合わせ】紀北町新型コロナワクチン相談窓口　℡（49）0800（ 8：30 ～ 17：00※土・日曜日、祝日を除く）



新型コロナウイルス関連情報

5 広報きほく2022年3月号

県内に持ち込まない！広げない！

本庁福祉保健課　℡（46）3122　海山総合支所福祉環境室　℡（32）3904
問い合わせ・
申請書の配布・提出先

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、家計が急変した世帯に臨時特別給付金が支給されます。
※住民税均等割非課税世帯向けの臨時特別給付金と重複して受給はできませんので、ご注意ください。

● 給付額　１世帯あたり10万円
（世帯主に支給）
● 対象世帯
　新型コロナウイルス感染症の
影響を受けて、令和３年１月以
降に家計が急変し、同一の世帯
に属する方全員のそれぞれの年
間収入（所得）見込額が、住民
税均等割非課税水準相当以下（右
表参照）になった世帯（住民税
が課されている方の扶養親族な
どのみの世帯を除く）
● 支給要件を満たさないもの
　本給付金は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて収入の減少があった世帯に対して給付するもので
す。次のような場合は、支給要件を満たしません。
〇事業活動に季節性があるケース（繁忙期や農作物の出荷時期など、通常収入を得られる時期以外を対象月
とすること）
〇天候不順などによる減収
〇定年退職により収入（所得）が減少し非課税水準となる場合
● 申請方法について
　申請に必要な書類に必要事項を記載の上、提出してください。申請後に本給付金に該当するか審査があり
ます。
● 申請に必要なもの
〇住民税非課税世帯などに対する臨時特別給付金（家計急変世帯分）申請書（請求書）
〇簡易な収入（所得）見込額の申立書
〇申請者の本人確認書類の写し（運転免許証、マイナンバーカードなど）
〇受取口座を確認できる書類の写し（通帳、キャッシュカードなど）
〇「令和 3 年中の収入の見込額」または「任意の 1 カ月の収入」の状況を
確認できる書類の写し（源泉徴収票、給与明細など）
〇申請者の世帯状況を確認できる書類の写し（戸籍謄本、住民票など）
〇戸籍の附票の写し（令和 3年 1月 1日以降、複数回転居した方）

● 申請期間　3 月 1 日（火）～ 9 月 30 日（金）

住民税非課税世帯などに対する臨時特別給付金
（家計急変世帯分）のご案内

扶養している配偶者
・親族の人数

障がい者、未成年者、
寡婦、ひとり親の場合

非課税相当
収入限度額

非課税相当
所得限度額

0 人

1 人

2人

3人

4人

93 万円

137.8 万円

168 万円

209.7 万円

249.7 万円

204.3 万円

38 万円

82.8 万円

110.8 万円

138.8 万円

166.8 万円

135 万円
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録
20
周
年
に
向
け
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　

①
過
去
の
周
年
事
業
の
内

容
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

②
20
周
年
に
向
け
て
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

③
１
人
と
し
て
残
さ
な
い
と
い
う
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
を
取
り
入
れ
た
事
業

展
開
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答
　

町
長　
①
紀
北
町
に
お

い
て
、
５
周
年
で
は
伊
勢

か
ら
熊
野
を
つ
な
ぐ
チ
ャ
レ
ン
ジ

ウ
ォ
ー
ク
へ
の
参
画
や
交
流
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
講
演
な
ど
、
10
周
年
で
は

古
道
ウ
ォ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
催
し
て
の
文
化
事
業
や「
ふ

る
ま
い
」
な
ど
、
15
周
年
で
は
台
風

な
ど
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
古
道
ウ
ォ
ー
ク

を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
こ
れ
か

ら
を
担
う
中
学
生
へ
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

②
具
体
的
な
内
容
は
こ
れ
か
ら
考
査・

調
整
を
し
て
い
き
ま
す
が
、
検
討
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
三
重
県
、

関
係
市
町
や
各
種
団
体
と
調
整
の
上

で
構
想
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

③
み
ん
な
が
体
験
し
や
す
い
よ
う
に

整
備
し
て
、
そ
れ
を
ど
う
活
用
、
ア

ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
く
の
か
、
難
し
い

課
題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

紀
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町
の
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療
需
要
と

医
療
機
関
の
体
制
に
つ

い
て

問
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民
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療

機
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に
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受
け
入
れ
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勢

（
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立
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院
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民
間
医
院
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他
市
町

で
の
受
診
）
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
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②
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在
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協
力
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に
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①
町
民
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町
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
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し
い
で
す
が
、
尾
鷲
総
合
病
院
の
状

況
に
つ
い
て
は
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北
町
か
ら
外
来
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約
１
万
４
千
人
、
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別

で
は
１
，
２
０
０
人
前
後
の
方
が
受

診
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
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、
年
間
延

べ
約
１
千
人
、
月
別
で
は
90
人
前
後

の
方
が
入
院
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
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病
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は
、
令
和
２

年
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、
３
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度
の
２
年
間
、
町
民

の
命
を
守
る
医
療
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
救
急
医
療
部
分
に

対
す
る
財
政
的
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援
と
し
て
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間

４
，
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０
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万
円
の
特
別
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援
を
行

い
ま
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た
。
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た
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ら
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担
金
と
し
て
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は
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，
５
９
９
万
３
，
６
０
０
円
の
負

担
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
２
年
度
、

３
年
度
に
つ
い
て
は
、
総
額
年
間
約

６
千
万
円
の
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
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紀
北
町
か
ら
の
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援
金
に
つ
い
て

は
、
応
援
医
師
の
人
件
費
な
ど
に
充

て
る
こ
と
で
24
時
間
３
６
５
日
の
救

急
患
者
の
受
け
入
れ
態
勢
を
確
保
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

本
庁
・
支
所
間
に
お
け

る
業
務
連
携
と
職
員
教

育
に
つ
い
て

問
　

①
本
庁
・
支
所
と
の
業
務

連
携
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

②
現
在
行
っ
て
い
る
職
員
教
育
と
そ

の
効
果
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

③
新
規
採
用
職
員
の
民
間（
農
林
水
産

業
な
ど
）
出
向
研
修
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
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　12 月定例会は、12 月 7 日から 17 日までの 11日間の会期で開催されま

した。今回の定例会では、条例改正や補正予算などの町長提出議案 14 件

を審議しました。

　12 月 7 日の開会日には、人事案件 3 件を同意し、その他の議案につい

て提案説明および内容説明と各議案に対する質疑が行われ、各常任委員会

に付託しました。

　14 日、15 日には、9 名の議員が一般質問を行いました。

　最終日の17日には、付託された議案に加え、9 月定例会で継続審査となっ

ていた令和 2 年度決算認定 5 件について、各委員長から審査の経過と結果

の報告、質疑、討論が行われ、上程議案 11 件を可決、決算を 5 件認定し

ました。

　また、議員から追加議案として提出された、紀北町議会会議規則の一部

を改正する規則と危険な盛土を規制する全国一律の法整備を求める意見書

を可決して閉会しました。

令
和
3
年
12
月

議
会
定
例
会
一
般
質
問

《 令和 3年 12 月定例会 》



12 月定例会報告

答　
町
長　
①
基
本
的
に
は
対

応
処
理
す
る
事
務
の
分
担
を

関
係
す
る
部
署
で
事
前
に
決
定
し
、

で
き
る
だ
け
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応

で
き
る
体
制
を
取
り
つ
つ
、
情
報
共

有
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

②
ま
ず
電
話
対
応
を
し
っ
か
り
研
修
、

教
育
し
て
住
民
の
方
に
信
頼
さ
れ
る
、

心
を
込
め
た
対
応
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

③
民
間
と
の
交
流
は
基
本
的
に
大
賛

成
で
す
が
、
職
員
数
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
新
規
採
用
職
員
に
つ
い
て
は

公
務
員
と
し
て
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と

が
第
一
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

稼
ぐ
世
代
を
応
援
す
る

施
策
（
経
済
対
策
）
に

つ
い
て

問
　

①
現
在
行
っ
て
い
る
施
策

と
効
果
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

②
今
後
取
り
組
む
経
済
対
策
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
稼
ぐ
世
代
と
い

う
の
は
、
生
産
人
口
と
い
う

話
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
生
産
す
る
、

そ
し
て
子
育
て
を
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
、
ト
ー
タ
ル
的
に
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
施
策
を
行
っ
て
い
る
と

私
自
身
は
思
っ
て
い
ま
す
。

②
ま
ず
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
元
に
戻

し
て
か
ら
ま
た
上
げ
て
い
く
、
そ
れ

が
稼
ぐ
世
代
へ
の
支
援
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
哲
雄 

議
員

太
田
哲
生 

議
員

紀
北
町
の
行
政
機
構
の

改
革
に
つ
い
て

問
　

旧
紀
伊
長
島
町
と
旧
海
山

町
が
合
併
し
て
16
年
経
過
し

ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
大
き
な
機
構

改
革
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

地
域
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
、空
き
家
や
耕
作
放
棄
地
、

放
置
林
な
ど
の
問
題
へ
の
対
応
、
ま

た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
気
候
変
動

に
よ
る
豪
雨
災
害
な
ど
へ
の
対
策
も

必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
行

政
課
題
と
し
て
、
住
民
の
健
康
対
策

や
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
施
策

も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
そ
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
ま
た
、
行
政
の
効
率
化
と
職
員

の
働
き
方
改
革
に
も
考
慮
し
、
行
政

組
織
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
町
行
政
の
執
行
に

あ
た
っ
て
は
、
町
民
ニ
ー
ズ
、

行
政
課
題
な
ど
に
的
確
に
対
応
で
き

る
効
率
的
な
事
務
執
行
体
制
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
組
織
体
制
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
必
要
に
応
じ

て
組
織
改
編
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
社
会
変
化
が
早
く
、

行
政
課
題
は
多
様
化
し
、
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な

ど
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
よ
う
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
状
況

も
発
生
し
て
お
り
、
町
に
と
っ
て
も

相
当
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
健

康
長
寿
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
急
激
な

デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
移
行
な
ど
、
社

会
情
勢
の
大
き
な
変
化
が
急
激
に
進

ん
で
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
多

種
多
様
な
行
政
課
題
に
対
応
し
て
い

く
必
要
が
出
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
私
と
し
ま
し
て
も
、
町
行
政
が

健
康
長
寿
社
会
の
実
現
や
デ
ジ
タ
ル

社
会
へ
の
急
激
な
移
行
に
対
し
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応

え
て
い
く
た
め
に
は
、
組
織
機
構
の

見
直
し
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
出

て
き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

樋
口
泰
生 

議
員

紀
北
町
の
持
続
可
能
な

行
政
運
営
・
政
策
課
題

に
つ
い
て

問
　

平
成
17
年
の
合
併
以
後
、

過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
加
え
て
財
政
状
況
も
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
基
づ

き
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

①
移
住・
定
住・
地
域
間
交
流
の
促
進

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

②
産
業
振
興
に
つ
い
て
、
創
業
支
援

計
画
に
基
づ
く
起
業
・
創
業
の
支
援

の
説
明
も
含
め
、
答
弁
願
い
ま
す
。

③
地
域
に
お
け
る
情
報
化
に
つ
い
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
医
療
支
援
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
や
防
災
ア
プ
リ
な
ど
の
説
明
を

お
願
い
し
ま
す
。

④
交
通
施
設
の
整
備
、
交
通
手
段
の

確
保
に
つ
い
て
、
高
齢
者
の
免
許
返

納
支
援
も
計
画
に
あ
り
、
市
街
地
か

ら
離
れ
た
地
域
に
住
ん
で
い
る
高
齢

者
の
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
の
で
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
計
画
の
模
索

も
含
め
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

⑤
生
活
環
境
の
整
備
お
よ
び
町
営
住

宅
に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を
お
聞

き
し
ま
す
。

⑥
教
育
の
振
興
、
特
に
生
涯
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

⑦
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
地
球
温
暖
化
対

策
に
つ
い
て
、
紀
北
町
で
は
、
排
出

量
と
吸
収
量
を
相
殺
す
る
こ
と
で
地

域
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ

ロ
に
す
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
お
聞
き

し
ま
す
。

答　
町
長　
①
交
流
人
口
が
多

い
地
域
の
特
性
を
活
用
し
、

町
の
魅
力
向
上
と
地
域
資
源
な
ど
を

活
用
し
た
地
域
間
交
流
の
促
進
や
若

い
世
代
が
子
育
て
し
や
す
い
施
策
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
経
済
面
で
、
第
１
次
産
業
の
ほ
か
、

商
工
業
な
ど
の
振
興
と
と
も
に
観
光

リ
ゾ
ー
ト
を
伸
ば
す
こ
と
な
ど
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

起
業
・
創
業
支
援
と
し
て
融
資
の
保

証
料
の
補
助
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
さ
ら
に
事
業
の
啓
発

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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③
情
報
化
に
つ
い
て
は
、
近
い
将
来
、

対
応
が
必
要
な
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
い

て
、
情
報
技
術
に
よ
る
格
差
が
発
生

し
な
い
よ
う
進
め
る
こ
と
が
必
要
と

思
い
ま
す
。
昨
日
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
車

が
役
場
に
来
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
医
師
と
話
す
検
証
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
検
証

の
状
況
で
す
。
防
災
ア
プ
リ
に
つ
い

て
は
、
水
位
計
な
ど
に
も
リ
ン
ク
し

て
お
り
、
避
難
経
路
も
表
示
さ
れ
ま

す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
不
自
由
の
な
い
住
民
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
道
路
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
・
維
持
の
ほ
か
、
日
常
生

活
や
通
院
・
通
学
な
ど
の
交
通
手
段

の
確
保
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に

つ
い
て
は
、
慎
重
に
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、

そ
う
い
っ
た
方
々
の
移
動
手
段
の
確

保
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

⑤
消
防
・
水
道
施
設
や
廃
棄
物
処
理

施
設
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
町
営
住
宅

に
つ
い
て
は
、
民
間
の
ア
パ
ー
ト
も

あ
り
ま
す
の
で
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
計
画
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

⑥
状
況
に
応
じ
た
教
育
環
境
の
整
備

や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施
設
な
ど
に
よ

り
生
涯
学
習
面
な
ど
も
発
展
さ
せ
る

教
育
の
振
興
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

⑦
宣
言
に
つ
い
て
は
、
６
町
で
令
和

３
年
４
月
12
日
に
行
っ
て
お
り
、
現

状
で
は
、
森
林
面
積
、
太
陽
光
発
電
、

風
力
発
電
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い

が
あ
り
ま
す
。
当
面
は
各
６
町
が

２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
実
質
排
出

量
ゼ
ロ
に
向
け
た
計
画
策
定
の
情
報

共
有
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
６
町
連

携
の
二
酸
化
炭
素
削
減
の
た
め
の
施

策
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

田
島
明
良 

議
員

紀
北
町
長
選
挙
の
結
果

に
つ
い
て

問
　

こ
れ
か
ら
４
年
間
町
政
を

委
ね
る
訳
で
す
が
、
決
意
を

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
当
選
後
の
記
者
会
見
で「
ノ
ー
サ
イ

ド
の
精
神
で
町
民
と
と
も
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
た
い
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
お
聞

き
し
ま
す
。　

②
地
方
新
聞
が
町
長
選
挙
後
の
特
集

を
組
ん
だ
中
に
、
住
民
の
意
見
が
多

く
出
さ
れ
、
特
に
若
い
人
た
ち
の
不

満
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
町
民
の
命
と
健

康
、
暮
ら
し
を
し
っ
か
り
と

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

そ
れ
が
ま
ず
全
体
的
な
考
え
方
の

ベ
ー
ス
で
す
。

①
ラ
グ
ビ
ー
で
使
わ
れ
る
言
葉
で
す
。

私
に
投
票
し
て
く
れ
た
方
、
相
手
候

補
に
投
票
さ
れ
た
方
。
分
け
隔
て
な

く
、
全
て
の
町
民
の
方
に
対
し
て
の

施
策
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
考
え
方
で
す
。

②
「
こ
ん
な
ま
ち
に
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
ご
意
見
の
記
事
で
あ
っ
た
と

捉
え
て
い
ま
す
。
帰
っ
て
き
や
す
い

町
に
す
る
の
も
一
つ
の
考
え
方
だ
と

思
い
ま
す
し
、
若
者
た
ち
の
気
持
ち

に
合
う
雇
用
の
場
と
い
っ
た
こ
と
も

課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
三
重
広
域
６
町
」

を
め
ざ
し
て
に
つ
い
て

問
　

①
紀
北
町
を
含
め
６
町
で

の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
を
み
る
と
紀
北
町
だ
け
具
体
性
に

欠
け
て
い
ま
す
が
、
何
を
す
る
の
か

お
聞
き
し
ま
す
。

②
紀
北
町
に
は
森
林
も
海
も
あ
り
ま

す
。
新
し
い
発
電
方
法
を
考
え
る
時

代
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
い
か
が

で
す
か
。

答　
町
長　
①
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

宣
言
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

廃
止
、
ま
た
二
酸
化
炭
素
を
実
質
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
宣

言
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、

現
時
点
で
取
り
組
む
内
容
を
お
話
し

し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
森
林
の
吸
収
計
画
な
ど
も
踏
ま
え

て
取
り
組
む
こ
と
が
こ
の
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
向
け
て
の
取
り
組
み

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
為
の
交
通
行
政

に
転
換
す
る
こ
と
に
つ

い
て

問
　

①
地
域
公
共
交
通
政
策
を

一
か
ら
や
り
直
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す

か
。

②
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
運
行（
お
で

か
け
応
援
サ
ー
ビ
ス「
え
が
お
」）
を

さ
ら
に
拡
大
す
る
方
法
と
ワ
ゴ
ン
車

タ
イ
プ
の
車
で
定
期
的
に
走
ら
せ
る

方
法
に
し
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
地
域
公
共
交
通

政
策
に
つ
い
て
は
、
ず
っ
と

段
階
的
に
や
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

一
か
ら
や
り
直
す
必
要
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
改
善
は
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
町
の
特
色
を
加
味
し
な
が
ら
、
交

通
事
業
者
、
県
、
陸
運
輸
支
局
な
ど

と
相
談
し
合
い
な
が
ら
、
お
互
い
の

移
動
手
段
を
補
完
し
て
い
く
の
が
公

共
交
通
だ
と
思
い
ま
す
。

広
域
ご
み
処
理
施
設
の

件
で
尾
鷲
市
長
が
述
べ

た
事
に
つ
い
て

問
　

①
広
域
ご
み
処
理
施
設
は

野
球
場
に
決
ま
っ
た
か
の
よ

う
な
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
町
長

の
認
識
を
お
伺
い
し
ま
す
。

②
移
転
し
た
時
の
野
球
場
の
管
理
運

営
費
は
５
市
町
で
検
討
す
る
よ
う
な

報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
町
長
の
認

識
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
尾
鷲
市
営
野
球

場
に
つ
い
て
は
、
建
設
予
定

地
と
し
て
定
め
た
上
で
、
測
量
や
地

質
調
査
、
生
活
環
境
の
調
査
業
務
を

や
っ
て
い
ま
す
。

②
管
理
運
営
費
に
つ
い
て
は
、
協
定
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書
の
第
３
条
第
４
項
で
、
竣し

ゅ
ん
こ
う工

後
の

維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て

は
尾
鷲
市
の
負
担
と
す
る
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

尾
上
町
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て

問
　

町
長
は
「
す
べ
て
は
住
民

目
線
で
、
す
べ
て
は
住
民
と

と
も
に
」
を
基
本
姿
勢
に
掲
げ
て
い

ま
す
が
表
向
き
だ
け
で
は
な
い
で
す

か
。答　

町
長　
私
は
表
向
き
だ
け

で
は
な
く
、
12
年
間
「
す
べ

て
は
住
民
目
線
で
、
す
べ
て
は
住
民

と
と
も
に
」
の
思
い
で
や
っ
て
き
ま

し
た
。

平
野
隆
久 

議
員

町
長
４
期
目
の
公
約
と

今
後
の
具
体
的
な
施
策

に
つ
い
て

問
　

①
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん

だ
地
域
の
経
済
対
策
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

③
人
口
減
少
・
若
者
定
住
対
策
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

④
老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
の
改
築
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
町
独
自
の
新
た

な
取
り
組
み
も
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
各
課
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

分
野
で
ど
の
よ
う
な
ご
支
援
を
す
れ

ば
力
に
な
れ
る
の
か
の
考
察
を
指
示

し
て
い
ま
す
。
国
か
ら
の
予
算
と
町

の
予
算
を
踏
ま
え
て
、
ど
こ
に
焦
点

を
置
く
の
か
が
課
題
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。

②
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
、
感
染
力
が
強

い
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
町
と
し
て

は
、
感
染
防
止
対
策
を
続
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町

民
の
方
へ
の
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
２
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

８
カ
月
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
接
種
の
順
番
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
一
緒
で
高
齢
者
の
施
設
入

所
者
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
他
の

方
の
個
別
・
集
団
接
種
の
開
始
時
期

は
２
月
ぐ
ら
い
に
な
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。
接
種
間
隔
の
前
倒
し
に
つ
い

て
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道
も
あ
り
ま
す

が
、国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
条
件
は
、

医
療
機
関
な
ど
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
た
場
合
に
、
入
院
患
者
や
従
事

者
な
ど
に
接
種
す
る
場
合
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
町
内
で
は
、
そ
の
よ

う
な
状
況
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

③
人
口
減
少
・
若
者
定
住
対
策
と
し

て
、
働
く
場
所
が
大
事
だ
と
い
う
こ

と
は
十
分
承
知
し
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
中
で
企
業
誘
致
の
話
が
い
つ
も

出
ま
す
が
、
企
業
の
誘
致
に
つ
い
て

は
、
企
業
が
求
め
て
い
る
条
件
が
紀

北
町
に
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
合
う
の

か
、
ど
の
程
度
の
規
模
の
企
業
な
の

か
と
い
う
課
題
が
や
っ
ぱ
り
大
き
な

問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
と

し
て
は
第
１
次
産
業
従
事
者
を
何
と

か
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
ス

ー
パ
ー
シ
テ
ィ
の
特
区
的
な
も
の
が

あ
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
ま
た
見

え
て
く
る
の
で
は
と
い
う
思
い
も
あ

り
ま
す
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
問
題
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
外
、

県
外
の
方
た
ち
の
就
労
の
場
に
つ
い

て
も
、
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
活
用
で
き
な

い
か
模
索
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。人
口
減
少・若
者
定
住
対
策
は
、

ほ
ん
と
う
に
難
し
い
課
題
だ
と
私
は

認
識
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
12
年
や

っ
て
き
た
こ
と
を
踏
襲
し
な
が
ら
や

っ
て
い
ま
す
の
で
、
コ
ロ
ッ
と
違
う

施
策
は
今
私
の
中
で
は
生
ま
れ
ま
せ

ん
が
、
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
使
っ
た
ス
ー

パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
な
ど
の
新
た
な
視

点
も
活
用
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
で
何

か
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

④
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
価
値
は

低
料
金
の
考
え
の
中
で
、
今
ま
で
改

修
に
よ
る
長
寿
命
化
で
安
全
・
安
心

で
快
適
に
暮
ら
せ
る
老
人
ホ
ー
ム
赤

羽
寮
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
違
い
が
明
確
に
な

っ
て
き
ま
し
て
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は
、
措
置
事
業
と
し
て
行
政
が
支
え

る
べ
き
施
設
と
の
考
え
に
至
っ
て
、

改
築
を
視
野
に
検
討
す
る
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
措
置
事
業

で
す
の
で
、
改
築
を
し
て
、
た
と
え

部
屋
が
個
別
で
き
れ
い
に
な
っ
て
も
、

そ
の
こ
と
に
よ
る
料
金
変
更
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
養
護
老

人
ホ
ー
ム
と
は
違
い
ま
す
の
で
、
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
建
て
替
え
る
と
な

っ
た
と
し
て
も
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
課
題
は
残
り
ま
す
が
、
多
少

施
設
は
古
く
て
も
、低
料
金
で
、安
全・

安
心
で
快
適
に
老
後
を
暮
ら
せ
る
施

設
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

柴
田
洋
巳 

議
員

８
年
振
り
の
町
長
選
挙

を
振
り
返
る

問
　

①
町
長
選
挙
の
争
点
は
い

く
つ
も
あ
っ
た
が
、
静
か
で

盛
り
上
が
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

②
８
２
３
票
差
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

③
ノ
ー
サ
イ
ド
の
精
神
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
ほ
し
い
。

④
選
挙
公
約
の
一
つ「
町
民
の
命
と
健

康
と
く
ら
し
を
守
る
」
の
具
体
的
な
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説
明
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
こ
れ
ま
で
の
選

挙
と
の
違
い
は
、
基
本
的
に

は
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
会
え
な
い
。
ま

た
三
重
県
知
事
選
挙
と
衆
議
院
議
員

総
選
挙
が
あ
り
、
こ
れ
ら
選
挙
の
公

示
、
告
示
の
間
は
政
治
活
動
が
で
き

な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
で
、
町
を

挙
げ
て
の
選
挙
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

②
前
者
議
員
に
も
多
選
に
伴
う
批
判

も
あ
っ
た
と
お
話
し
し
ま
し
た
。
し

か
し
私
は
今
期
で
４
期
目
で
す
が
、

政
治
の
世
界
で
は
３
期
４
期
が
初
め

て
力
を
対
外
的
に
示
せ
る
時
期
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
選
挙
の
し
こ
り
を
残
さ
ず
、
今
後

の
町
政
運
営
に
関
わ
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。

④
こ
れ
は
今
ま
で
12
年
間
の
施
策
が

全
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
命
、
健
康
、

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
議
員
は
、
選
挙
が
理
由
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
に
毎
回
い
る
と

以
前
言
わ
れ
ま
し
た
け
ど
も
違
い
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
に
い
る
こ

と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
状
況
の
町
民
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
を
見
て
、
こ

う
い
う
人
た
ち
を
わ
れ
わ
れ
は
支
え
、

守
る
義
務
が
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た

の
で
、
よ
り
「
町
民
の
皆
さ
ま
の
命

と
健
康
、
暮
ら
し
を
守
る
」
と
い
う

表
現
を
選
挙
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い

た
次
第
で
す
。

尾
上
町
政
４
期
目
の
不

安
〜
正
確
な
情
報
に
基

づ
き
、
正
し
い
判
断
が

で
き
る
か
否
か
〜

問
　

①
欠
陥
だ
ら
け
の
紀
北
町

生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る

条
例
と
新
規
埋
め
立
て
疑
惑
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

②
使
い
物
に
な
ら
な
い
上
里
福
祉
会

館
改
築
の
問
題
と
疑
惑
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
相
神
で
10
月
27

日
に
土
砂
の
運
搬
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
11
月
４
日
に
、
ど

こ
か
ら
来
て
い
る
土
砂
か
と
調
べ
た

と
こ
ろ
、
尾
鷲
港
の
後
背
地
か
ら
来

て
い
る
土
砂
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
11
月
５
日

に
、
三
重
県
紀
北
地
域
活
性
化
局
に

当
該
土
地
の
確
認
に
来
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
11
月
９
日
、
当
該
土
地
の

登
記
面
積
が
１
，
０
０
４
㎡
で
す
の

で
、
１
，
０
０
０
㎡
を
超
え
る
埋
め

立
て
行
為
は
、
条
例
で
は
届
け
出
が

必
要
と
相
手
方
に
伝
え
、
現
地
で
計

測
し
、
面
積
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
は
条
例
の
適
用
外
の
面
積

で
し
た
が
、
11
月
13
日
、
14
日
に
埋

め
立
て
が
進
ん
だ
の
で
、
11
月
19
日

に
事
業
主
立
会
い
の
下
、
再
度
面
積

を
測
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
こ
の
時

も
条
例
適
用
外
の
面
積
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
11
月
26
日
、
条
例
適
用
外

で
し
た
が
、
土
砂
が
少
し
出
て
い
る

よ
う
な
の
で
撤
去
を
依
頼
し
、
12
月

６
日
に
は
農
業
委
員
会
も
立
ち
会
っ

て
確
認
を
し
ま
し
た
。

②
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
上
里
地
区
の
多

く
の
皆
さ
ま
が
、
町
に
求
め
て
い
る

改
築
の
条
件
が
建
物
の
か
さ
上
げ
で

あ
れ
ば
、
町
と
し
て
は
そ
ち
ら
の
ほ

う
に
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

岡
村
哲
雄 

議
員

県
外
建
設
発
生
土
（
改

良
土
含
む
）
の
埋
立
て

に
つ
い
て

問
　

①
１
，
０
０
０
㎡
未
満
の

埋
め
立
て
を
禁
止
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

②
町
内
に
進
行
中
の
県
外
建
設
発
生

土
の
埋
め
立
て
は
あ
る
の
か
お
聞
き

し
ま
す
。

③
紀
北
町
生
活
環
境
に
関
す
る
条
例

の
改
正
は
す
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
条
例
を
制
定
す

る
と
き
に
建
設
業
の
方
や
、

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
も
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
て
、
総
ト
ー
タ
ル
的
に
考
え

て
条
例
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
弁
護
士
な
ど
に
相
談
し
て
も
、

県
外
発
生
土
の
搬
入
禁
止
が
難
し
い

と
い
う
こ
と
は
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
10
月
末
に
確
認
し
た
相
神
の
埋

め
立
て
は
、
届
け
出
面
積
が
１
，

０
０
０
㎡
を
超
え
て
い
た
こ
と
か
ら

測
量
し
、
そ
の
結
果
、
１
，
０
０
０

㎡
以
下
だ
っ
た
の
で
、
届
け
出
の
必

要
は
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

環
境
管
理
課
長　
埋
め
立
て
ら
れ

た
土
砂
は
、
尾
鷲
市
の
賀
田
地
区
か

ら
運
搬
さ
れ
た
も
の
と
11
月
末
に
確

認
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
町
長
の

前
者
議
員
へ
の
答
弁
に
も
あ
り
ま
し

た
よ
う
に
尾
鷲
港
の
後
背
地
か
ら
も

運
搬
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は

表
面
に
ま
た
違
う
土
砂
が
埋
め
立
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
て
い
ま

す
。

町
長　
③
改
正
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
改
正
す
る
と
い
う
表
現
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
町
内
で
条

例
の
網
の
目
を
抜
け
る
よ
う
な
工
事

自
体
は
、
私
自
身
は
否
定
し
ま
す
。

し
か
し
、
感
情
的
な
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
も
し
今
後
も
こ
の
よ
う
な
状

態
が
頻
繁
に
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

条
例
改
正
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
内
の
無
秩
序
な
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置
に

つ
い
て

問
　

①
町
内
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
設
置
状
況
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

②
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
寿
命
経
過
後
の

対
策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

③
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
新
設
や
現

施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
規
制
す
る

条
例
は
制
定
す
る
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。答　

町
長　
①
町
内
の
設
置
状

況
に
つ
い
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
８
月
31
日
時

点
で
は
、
町
内
で
約
４
０
０
カ
所
の

公
表
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
未
公
表
の
部
分
、
発
電
施
設

出
力
20 

kw
未
満
も
あ
り
、
相
当
な
数

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
公
表
の
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20 
kw
以
上
の
設
備
に
つ
い
て
の
名
簿

は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
あ
り
ま
す
が
、

全
て
の
名
簿
に
つ
い
て
整
理
し
て
い

ま
せ
ん
。
地
区
と
し
て
は
、
海
山
地

区
の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

町
長　
②
基
本
的
に
は
産
業
廃
棄
物

処
理
法
の
中
で
処
理
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
空
き
家
な
ど
と
一
緒
で
、

業
者
が
責
任
を
持
つ
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
し
、
そ
う
い
う
法
律
に
も
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

③
基
本
的
に
は
、
制
度
を
つ
く
っ
た

国
が
対
応
す
る
べ
き
と
思
っ
て
い
ま

す
。
太
陽
光
発
電
は
個
人
の
財
産
で

す
。
そ
の
土
地
も
売
買
す
る
の
も
個

人
の
財
産
な
の
で
規
制
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
町
村
会
で

も
撤
去
費
用
の
積
み
立
て
、
も
し
く

は
供
託
金
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
と
要
望
し
て
き
ま
し
た
。
国
も

危
惧
を
し
て
い
る
の
で
、
法
律
の
改

正
に
至
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
こ
と
か
ら
国
も
認
識
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
し
て
、
三
重
県
で
は
太
陽

光
発
電
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

制
定
し
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
も
事

あ
る
ご
と
に
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、

基
本
的
に
は
国
の
法
律
で
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
進
め
て
い
る
中
で
、
一
つ

の
町
で
対
応
し
に
く
い
こ
と
も
事
実

な
の
で
、
県
に
も
求
め
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
そ
の
方
向
で
対
応
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

企
画
課
長　
現
在
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
は
、

廃
棄
費
用
の
積
み
立
て
を
促
す
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、

法
律
が
改
正
さ
れ
、
令
和
４
年
７
月

に
廃
棄
等
費
用
を
源
泉
徴
収
的
な
外

部
積
み
立
て
に
移
行
さ
れ
る
と
い
う

ふ
う
に
法
律
が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
廃
棄
の
と
き
に
は
取
り
崩
し

て
廃
棄
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

近
澤
チ
ヅ
ル 

議
員

東
紀
州
環
境
施
設
組
合

と
紀
北
町
の
ご
み
処
理

施
設
に
つ
い
て

問
　

新
ご
み
処
理
施
設
は
多
量

の
ご
み
と
火
力
の
強
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
燃
や
し
、
24
時
間
稼
働

の
施
設
に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

国
は
６
月
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循

環
促
進
法
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
る
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の

再
活
用
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
は
こ
の

法
律
に
も
逆
行
し
て
い
る
。
そ
の
認

識
を
も
っ
て
建
設
に
臨
む
べ
き
で
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
見
解
を

お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
東
紀
州
環
境
施
設

組
合
が
設
立
さ
れ
た
の
が
４

月
１
日
で
す
。
今
後
は
ご
み
処
理
施

設
の
処
理
方
式
な
ど
の
基
本
計
画
、

生
活
環
境
影
響
調
査
な
ど
が
明
ら
か

に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
廃
プ
ラ
の
資
源
循
環
の
法
律
の

み
な
ら
ず
、
ほ
か
の
法
律
に
も
適
合

し
た
施
設
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
別
し
な
い
で
、

燃
や
す
た
め
の
施
設
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
町
と
し
て
も
今
後
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
使
用
廃
棄
物
の
分
別
収
集
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

荷
坂
や
す
ら
ぎ
苑
に
つ

い
て

問
　

荷
坂
や
す
ら
ぎ
苑
の
職
員

の
給
与
待
遇
は
、
現
在
の
大

紀
町
の
現
業
職
の
基
準
で
職
員
は
働

い
て
い
ま
す
が
、
紀
北
町
の
現
業
職

と
の
給
与
に
差
が
で
き
て
い
ま
す
。

早
急
に
手
を
打
つ
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。

答　
町
長　
職
員
の
給
与
に
つ

い
て
は
、
荷
坂
や
す
ら
ぎ
苑

組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
大
紀
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
般
職
員
の
例
に
よ
る
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
早
急
に

手
を
打
つ
と
い
う
考
え
方
は
今
持
っ

て
い
ま
せ
ん
。
大
紀
町
の
給
料
全
体

に
関
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
わ
れ
わ

れ
の
ほ
う
か
ら
提
案
し
に
く
い
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

残
土
問
題
に
つ
い
て

問
　

①
崩
落
の
現
状
に
つ
い
て

９
月
定
例
会
で
も
崩
落
が

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ

の
際
一
般
質
問
で
も
崩
落
箇
所
の
点

検
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
が
崩
落
し
て

し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
実
態
を

お
伺
い
し
ま
す
。　

②
海
山
に
も
新
た
に
県
外
か
ら
の
残

土
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
な
ぜ
県
外
か
ら
の

残
土
持
ち
込
み
を
禁
止
す
る
条
例
を

つ
く
ら
な
い
の
で
す
か
。
町
長
の
見

解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
農
林
水
産
課
長　
①
戌い

ぬ

目め
が
た
に

ヶ
谷
の
崩
落
の
件
に
つ
い

て
は
、
令
和
２
年
10
月
26
日
、
現
地

を
確
認
し
て
い
ま
す
。
地
山
の
部
分

な
ど
が
崩
落
し
、
下
部
の
木
々
を
な

ぎ
倒
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。
三
重

県
は
、
林
地
開
発
行
為
に
伴
う
復
旧

計
画
書
を
提
出
す
る
よ
う
に
指
示
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
再
度
、
現
地

の
状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
は
三
重
県
の
ほ
う

か
ら
業
者
に
指
導
を
行
う
よ
う
要
望

し
て
い
ま
す
。

　

三
浦
の
鹿
焼
の
盛
り
土
の
件
に
つ

い
て
は
、
令
和
２
年
４
月
の
大
雨
で

一
部
土
砂
が
流
れ
出
た
こ
と
か
ら
、

現
場
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
同
年
６

月
４
日
、
業
者
に
聞
き
取
り
を
行
い
、

数
日
後
、
業
者
よ
り
土
砂
が
流
れ
出

た
箇
所
に
つ
い
て
修
繕
完
了
の
連
絡

が
あ
り
、
職
員
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
８
月
16
日
、
三
重
県
農
林

水
産
部
よ
り
、
盛
り
土
に
よ
る
災
害

発
生
の
た
め
の
総
点
検
に
つ
い
て
依

頼
文
書
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
現
地

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

町
長　
②
県
外
か
ら
の
移
動
を
止
め

る
た
め
に
は
法
律
の
壁
と
い
う
の
は

相
当
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
私
自

身
は
感
じ
て
い
ま
す
。
今
の
条
例
、

既
存
の
法
律
、
全
国
知
事
会
が
国
に

求
め
て
い
る
こ
と
な
ど
の
法
整
備
、

そ
う
い
っ
た
も
の
も
ま
ず
は
見
極
め

な
が
ら
、
そ
れ
と
紀
北
町
に
今
後
も

こ
う
い
っ
た
事
業
が
行
わ
れ
る
の
か
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を
注
視
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
条

例
に
基
づ
い
た
対
応
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

旧
引
本
小
学
校
跡
地
に

つ
い
て

問
　

旧
引
本
小
学
校
わ
ん
ぱ
く

ラ
ン
ド
に
代
わ
る
設
備
の
早

期
設
置
に
つ
い
て
、
町
長
の
認
識
を

お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
新
た
な
事
業
を
始

め
た
場
所
な
の
で
、
改
善
で

き
る
と
こ
ろ
は
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

原
隆
伸 

議
員

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

脱
水
汚
泥
の
処
理
（
搬

送
）
費
用
に
つ
い
て

問
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
脱

水
汚
泥
の
処
理
お
よ
び
搬
出

な
ど
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
お
聞
き

し
ま
す
。

①
改
修
工
事
の
際
に
脱
水
汚
泥
の
搬

出
処
分
方
法
の
計
画
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。

②
脱
水
汚
泥
の
処
理
費
用
の
当
初
計

画
案
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

③
運
搬
費
用
を
現
状
よ
り
削
減
す
る

方
法
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

答　
町
長　
①
紀
北
町
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

近
年
の
し
尿
処
理
、
浄
化
槽
汚
泥
の

混
入
割
合
や
処
理
量
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら
２
カ

年
で
施
設
を
改
修
し
、
処
理
量
の
増

加
や
浄
化
槽
汚
泥
対
応
型
膜
分
離
脱

窒
素
処
理
方
式
に
方
式
変
更
を
行

い
、
併
せ
て
脱
水
汚
泥
を
施
設
内
で

焼
却
し
て
い
た
も
の
を
外
部
搬
出
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
安
定
的
、
衛
生
的
に
処
理
を
行

う
だ
け
で
な
く
、
周
辺
環
境
の
保
全

に
寄
与
す
る
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
し
尿

な
ど
の
適
正
処
理
の
継
続
に
努
め
る

所
存
で
す
。

②
改
修
前
は
、
脱
水
汚
泥
を
当
施
設

内
で
焼
却
処
理
し
て
い
ま
し
た
が
、

改
修
後
は
、
経
済
面
を
考
え
、
含
水

率
70
％
の
脱
水
汚
泥
を
外
部
に
搬
出

す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。
搬
出
に

つ
い
て
は
、
処
分
・
運
搬
を
民
間
事

業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

③
改
修
工
事
計
画
時
に
お
い
て
ホ
ッ

パ
ー
内
に
汚
泥
を
長
時
間
貯
留
す
る

と
、
汚
泥
の
発
酵
に
よ
り
臭
気
物
質

の
発
生
、
汚
泥
の
圧
密
に
よ
る
排
出

不
良
、
発
酵
液
の
漏
え
い
な
ど
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
汚
泥
の

搬
出
は
１
日
１
回
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
た
め
、
脱
水
汚
泥
の
運
搬
は
、
平

日
の
ほ
ぼ
毎
日
運
転
し
て
お
り
、
１

日
１
回
当
た
り
の
運
搬
費
用
の
単
価

契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

林
道
野
又
越
線
の
工
事

に
つ
い
て

問
　

野
又
越
線
の
現
地
視
察
の

感
想
と
計
画
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

率
お
よ

び
必
要
性
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。
ま
た
、
当
初
計
画
費
用
と
修
復

工
事
に
つ
い
て
も
説
明
願
い
ま
す
。

答　
町
長　
本
年
５
月
に
視
察

し
ま
し
た
が
、
林
道
入
り
口

付
近
の
路
面
が
荒
れ
て
い
る
箇
所
、

本
年
度
に
修
繕
を
計
画
し
て
い
る
箇

所
、
今
後
、
修
繕
が
必
要
な
箇
所
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
必
要
性
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
度
県
公
共
事
業

再
評
価
委
員
会
で
、
事
業
継
続
を
了

承
す
る
答
申
が
示
さ
れ
、
計
画
的
な

予
算
配
備
に
努
め
な
が
ら
、
早
期
完

成
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
全
体
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
平

成
４
年
に
県
が
作
成
し
た
広
域
基
幹

林
道
野
又
越
線
全
体
計
画
調
査
報
告

書
に
よ
る
と
、
大
台
町
側
を
含
め

た
路
線
全
体
の
事
業
費
は
38
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
修
復
費
用
は
、

林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
関
係
が

１
億
５
，
０
８
５
万
円
で
、
う
ち
補

助
金
が
約
１
億
３
，
８
５
３
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
補
助
金
以
外
の
林

道
施
設
災
害
復
旧
事
業
で
は
、
修
繕

費
１
，
２
９
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。尾

上
町
政
４
期
目
の
公

約
実
現
に
つ
い
て

問
　

尾
上
町
政
４
期
目
の
公
約

実
現
に
つ
い
て
、
町
長
の
思

い
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
４
期
目
の
公
約
に

つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

最
優
先
課
題
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
で
、
感
染
防
止
対

策
や
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
そ
し
て
落

ち
込
ん
だ
地
域
経
済
の
活
力
を
戻

し
、
伸
ば
す
こ
と
を
し
っ
か
り
と
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
２

０
２
０
年
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
方

が
前
年
に
比
べ
て
約
６
万
人
減
少
し

た
と
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
受
診
控
え
が
影
響
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

が
ん
検
診
は
、
が
ん
を
早
期
に
発

見
し
、
適
切
な
治
療
に
つ
な
げ
る
こ

と
で
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
を
減
ら
し

ま
す
。
受
診
を
控
え
る
こ
と
で
、
早

期
の
が
ん
が
見
逃
さ
れ
、
が
ん
に
よ

る
死
亡
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
定
期
的

に
検（
健
）
診
を
受
け
る
こ
と
が
た
い

せ
つ
で
す
。

　

検（
健
）
診
会
場
で
は
、
安
心
し
て

受
診
で
き
る
よ
う
、
検
査
機
器
の
消

毒
や
換
気
、
検
温
な
ど
、
万
全
の
感

染
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
の

早
期
発
見
、早
期
治
療
の
た
め
、ぜ
ひ
、

検
（
健
）
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸

が
ん
・
乳
が
ん
の
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
・
子
宮
頸
が
ん

検
診
は
特
に
た
い
せ
つ
で
す

　

こ
れ
ら
の
五
つ
の
が
ん
検
診
は
、

死
亡
率
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
こ
と

が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
お
り
、
国

が
推
奨
し
て
い
ま
す
。
紀
北
町
で
は
、

こ
の
五
つ
の
検
診
を
全
て
無
料
で
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
４
年
度

検（
健
）
診
予
約
方
法

◆
令
和
３
年
度
に
町
の
集
団
検（
健
）

診
を
受
診
さ
れ
た
方

　

予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
３

月
中
に
「
予
約
票
」
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
変
更
が
必
要
な
場
合
の
み
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

◆
令
和
３
年
度
に
町
の
集
団
検（
健
）

診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

　

予
約
が
必
要
で
す
。（
左
記
の
方
法

で
希
望
す
る
検（
健
）
診
、
日
程
を
ご

予
約
く
だ
さ
い
。）

①
町
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約

（「
紀
北
町　

検
診
」
で
検
索
）

②
電
話
で
予
約  

℡（
46
）
３
１
２
２

③
役
場
窓
口
で
予
約
（
本
庁
福
祉
保

健
課
ま
た
は
海
山
総
合
支
所
福
祉
環

境
室
）

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課

℡（
46 

）
3
1
2
2

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32 

）
3
９
０
４

胃・肺・大腸・乳（マンモ）・子宮頸がん検診は、死亡率の

減少効果が証明されており、国が推奨している検診です。

紀北町では無料で受けられますのでぜひ受診してください！

令和４年度

けい

け
い
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町からのおしらせ　～ Information ～

各検（健）診の内容

胃がん検診

肺がん・結核検診

大腸がん検診

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検診

骨密度測定

若者健診
（30歳節目無料健診を含む）

国民健康保険特定健診
（受診券は後日送付します）

後期高齢者健診
（受診券は後日送付します）

健康増進法健診
（受診券は後日送付します）

胃部Ｘ線撮影

胸部Ｘ線撮影

便潜血反応検査（2日法）

乳房 X線撮影

超音波検査

内診、細胞診

血液検査（PSA 検査）

血液検査
（B型・C型肝炎ウイルス検査）

かかとの骨の超音波検査

20 歳以上

20 歳以上

20 歳以上

40 歳以上の女性

20 歳以上の女性

20 歳以上の女性

50 歳以上の男性

40 歳以上で今まで
受けたことがない方

20 歳以上の女性

21 歳～ 39 歳で職場など
で受ける機会がない方
40 歳～ 74 歳の

国民健康保険加入者
後期高齢者

医療保険被保険者
医療保険に加入して
いない40歳以上の方

6,600 円

2,100 円

2,200 円

5,500 円

5,300 円

5,400 円

2,500 円

2,700 円

1,800 円

8,100 円

8,500 円

8,000 円

8,500 円

無 料

無 料

無 料

無 料

  1,000 円※1

無 料

500 円※1

無 料

500 円
（生活保護世帯は無料）

1,000 円
（R4年度に30歳になる方、
生活保護世帯は無料）

無 料

無 料

無 料

7/14（木）

7/15（金）

7/16（土）

11/17（木）

11/18（金）

11/19（土）

①

②

③

④

⑤

⑥

東長島公民館

海山公民館

8：30～11：00

13：30～15：00

検（健）診名 検査内容 対象（R5年3月末時点の年齢） 町負担額（約） 自己負担額

※1…75 歳以上、生活保護世帯は無料　※2…海山レディースクリニックで受診できます。（前日までに要予約 ℡33-0888）

8：30～11：00

13：30～15：00
8：30～11：00

13：30～15：00

8：30～11：00

13：30～15：00

8：30～11：00

13：30～15：00

8：30～11：00

13：30～15：00

令和４年度検（健）診日程表

みんなでいこか！総合けんしん

日程 会場 受付時間 胃
がん

肺
がん

大腸
がん

子宮頸
がん

前立腺
がん

肝炎・若者健
診・国保特定・
後期高齢者・
健康増進法

骨密度
乳がん　　　
マンモ エコー

※どちらか
　１つ

身体計測、尿検査
血液検査、血圧測定

など

乳がん検診

子宮頸がん
検診

集団
個別

マンモグラフィ

エコー
※どちらか１つ

※２

けい

けい
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町からのおしらせ　～ Information ～

6/10（金）

6/14（火）

6/16（木）

6/20（月）

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙

㉚

㉛

32

33

34

35

36

37

38

三浦会館

道瀬会館

中ノ島会館

みえ熊野古道商工会

下地集会所

志子奥集会所

山本集会所

中州集会所

保健センター

島勝浦集会所

白浦集会所

矢口浦集会所

引本会館

小山浦野菜市場

便ノ山多目的集会施設

汐見集会所

片上集会所

呼崎集会所

海野会館

田山集会所

若者センター

此ヶ野集会所

自然休養村管理センター（古里）

紀北中学校

長浜集会所

コミュニティセンター相賀

新田多目的集会施設

船津集会所

中里集会所

上里農協倉庫前

河内区民会館

馬瀬多目的集会施設

8：30 ～ 9：00

9：20 ～ 9：30

9：50 ～ 10：10

10：40 ～ 11：10

13：00 ～ 13：10

13：25 ～ 13：35

13：50 ～ 14：10

14：30 ～ 14：45

15：05 ～ 15：25

8：30 ～ 9：00

9：20 ～ 9：35

10：00 ～ 10：30

10：50 ～ 11：10

13：00 ～ 13：10

13：25 ～ 13：35

13：50 ～ 14：00

8：30 ～ 9：00

9：20 ～ 9：40

10：15 ～ 10：45

11：05 ～ 11：15

13：30 ～ 14：00

14：30 ～ 14：40

15：15 ～ 15：45

16：00 ～ 16：10

8：30 ～ 9：00

9：15 ～ 9：30

9：45 ～ 10：00

10：30 ～ 11：00

13：00 ～ 13：15

13：35 ～ 13：50

14：10 ～ 14：20

14：35 ～ 14：45

令和４年度検（健）診日程表

地区巡回がん検診

日程 会場 受付時間 胃がん 肺がん 大腸がん 乳がん
（マンモ）
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▽
特
徴

　

保
育
士
に
よ
る
親
子
遊
び
を
中
心

に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
、
子
育

て
仲
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
で
は
、
親
子
ク
ッ
キ
ン

グ
で
魚
料
理
に
挑
戦
し
た
り
、
イ
チ

ゴ
狩
り
・
消
防
署
見
学
な
ど
、
地
域

な
ら
で
は
の
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
開
所
日
時

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

▽
募
集
期
間

年
間
を
通
じ
て
随
時
受
付

▽
実
施
対
象　

町
内
在
住
の
０
〜
６
歳
児
子
育
て
中

の
親
子

▽
実
施
事
業

●
親
子
サ
ー
ク
ル

毎
週
月
・
水
曜
日　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
お
出
か
け
サ
ー
ク
ル
（
道
の
駅  

紀

伊
長
島
マ
ン
ボ
ウ
裏
の
公
園
、
種
ま

き
権
兵
衛
の
里
ほ
か
）

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
育
児
相
談
、
保
健
相
談

　

保
育
士
・
看
護
師
・
医
師
に
よ
る

電
話
・
面
談
・
訪
問
の
育
児
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

▽
そ
の
他

○
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
提
供

○
月
に
１
回
発
行
し
て
い
る
ぞ
う
さ

ん
ニ
ュ
ー
ス

○
各
月
親
子
サ
ー
ク
ル
活
動
を
特
集

し
た
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
（
紀
北
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▽
所
在
地　

東
長
島
５
９
２
番
地

（
か
と
う
小
児
科
敷
地
内
）

【
ぞ
う
さ
ん
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
】

℡（
47
）
３
３
５
２

町からのおしらせ　～ Information ～

　地域全体で子育てを支援する基盤の形成を図るため、町が指定する保育所などで、地域の子育て家庭を支援す

るための専任職員を配置し、育児相談や関係機関との連携による子育て支援事業の総合的な取り組みを実施して

います。実施主体は紀北町であり、町内三つの児童福祉施設、医療施設に委託しています。お気軽にご相談ください。

● 地域の子育て家庭に対する育児不安などについての相談指導・育児支援
● 地域の子育てサークルへの支援・育成
● 家庭的保育を行う方への支援

地域子育て支援センターとは？

地域子育て支援センターの紹介地域子育て支援センターの紹介

（
か
と
う
小
児
科
敷
地
内
）

ぞ
う
さ
ん
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▽
特
徴

　
「
子
育
て
広
場
ま
ん
ぼ
う
」
は
、
子

育
て
に
励
む
お
母
さ
ん
の
『
ほ
っ
』

と
で
き
る
親
子
で
楽
し
め
る
場
所
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ひ
か
り
保
育
園

園
庭
や
室
内
で
の
遊
び
、
季
節
行
事

な
ど
保
育
園
の
行
事
に
も
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
開
所
日
時

４
月
11
日
（
月
）
〜

毎
週
月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

▽
募
集
期
間

年
間
を
通
じ
て
随
時
受
付

▽
実
施
対
象

町
内
在
住
の
０
〜
６
歳
児
子
育
て
中

の
親
子

▽
実
施
事
業

●
ま
ん
ぼ
う
ク
ラ
ブ
（
親
子
教
室
）

５
月
12
日
（
木
）
〜

自
由
遊
び
、
救
急
法
親
子
教
室
、
手

作
り
お
や
つ
教
室　

な
ど

毎
週
木
曜
日 

午
前
10
時 

〜 

11
時
30
分

※

親
子
教
室
は
登
録
が
必
要
で
す
。

●
育
児
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
ご
相
談
を
電
話
、

面
談
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

毎
週
月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

※
面
談
に
つ
い
て
は
電
話
予
約
が
必

要
で
す
。　

▽
そ
の
他

○
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
支
援
・
育
成

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
掲
示
板
、

ま
ん
ぼ
う
通
信
、
は
が
き
通
信
な
ど

に
よ
る
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
提

供▽
所
在
地　

長
島
１
２
２
６
番
地

（
ひ
か
り
保
育
園
内
）

【
子
育
て
広
場
ま
ん
ぼ
う
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

℡（
47
）
０
９
５
３

▽
特
徴

　

室
内
に
は
遊
具
や
た
く
さ
ん
の
お

も
ち
ゃ
、
絵
本
が
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
が
安
全
に
遊
べ
る
環
境
が
整
っ
て

い
ま
す
。
保
育
士
と
一
緒
に
手
遊
び

を
し
た
り
、
月
１
回
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
作
り

お
も
ち
ゃ
を
作
っ
た
り
し
な
が
ら
子

育
て
仲
間
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▽
開
所
日
時

毎
週
月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

▽
募
集
期
間

３
月
７
日
（
月
）
〜
11
日
（
金
）

※

初
回
相
賀
幼
児
園
に
て
行
い
ま
す
。

以
降
年
間
を
通
じ
て
随
時
受
付

▽
実
施
対
象

町
内
在
住
の
０
〜
６
歳
児
子
育
て
中

の
親
子

▽
実
施
事
業

●
ひ
ま
わ
り
ひ
ろ
ば
（
親
子
教
室
）

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日 　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
育
児
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
ご
相
談
を
電
話
・

メ
ー
ル
・
訪
問
・
面
談
に
て
受
け
付

け
ま
す
。

毎
週
月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

※

訪
問
・
面
談
に
つ
い
て
は
電
話
予

約
が
必
要
で
す
。　

▽
そ
の
他

〇
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
提
供

〇
ひ
ま
わ
り
通
信
配
布
や
連
絡
ア
プ

リ
に
よ
る
地
域
の
感
染
症
情
報
の
配

信〇
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
支
援
・
育
成

〇
子
育
て
サ
ー
ク
ル
へ
の
活
動
ス

ペ
ー
ス
の
提
供
な
ど
（
要
予
約
）

▽
所
在
地　

相
賀
８
７
８
番
地

（
相
賀
幼
児
園
２
階
）

▽
登
録
方
法

　

相
賀
幼
児
園
に
て
配
布
の
申
込
書

に
よ
り
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。（
現
在
、

登
録
さ
れ
て
い
る
方
も
再
登
録
が
必

要
で
す
）
登
録
の
際
、
連
絡
ア
プ
リ

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
開
所

日
に
つ
い
て
は
、
登
録
後
郵
送
に
て

連
絡
し
ま
す
。

※

４
月
13
日
（
水
）
予
定

※

相
賀
幼
児
園
へ
の
「
ひ
ま
わ
り
」

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
広
場
ひ
ま
わ
り
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

ひ
ま
わ
り
担
当　

横
江
ゆ
う
子

℡
０
９
０
（
５
６
１
５
）
５
８
８
５

本
庁
福
祉
保
健
課

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32
）
３
９
０
４

※

利
用
料
金
・
申
し
込
み
な
ど
に
つ

い
て
は
、
各
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
・
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

町からのおしらせ　～ Information ～

問
い
合
わ
せ

（
ひ
か
り
保
育
園
内
）

子
育
て
広
場
ま
ん
ぼ
う

（
相
賀
幼
児
園
内
）

子
育
て
広
場
ひ
ま
わ
り
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福
祉
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、
次

の
条
件
に
該
当
す
る
方
が
申
請
を
行

い
受
給
資
格
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
保
険
対
象
医
療
費
自

己
負
担
相
当
額
の
助
成
が
受
け
ら
れ

る
制
度
で
す
。

◆
対
象

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
生
活
保
護

法
に
規
定
す
る
被
保
護
者
で
な
い
方

の
う
ち
、
下
記
の
対
象
範
囲
に
該
当

す
る
方
（
所
得
制
限
が
設
け
ら
れ
て

い
る
た
め
、
対
象
範
囲
に
該
当
さ
れ

て
も
資
格
が
得
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

◆
資
格
申
請　

　

次
の
も
の
を
持
参
の
上
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

○
健
康
保
険
証

○
預
貯
金
通
帳

○
障
が
い
者
に
該
当
す
る
方
は
障
が

い
の
等
級
が
わ
か
る
も
の
（
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
な
ど
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
な

ど
）

※

転
入
さ
れ
た
方
に
転
出
元
な
ど
の

自
治
体
が
発
行
す
る
所
得
証
明
書
を

提
出
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
助
成
方
法

○
償
還
払
い
（
い
っ
た
ん
窓
口
で
自

己
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
後
日
指
定

さ
れ
た
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。）

○
現
物
給
付
（
自
己
負
担
相
当
額
を

町
か
ら
医
療
機
関
に
支
払
う
こ
と
で
、

対
象
者
の
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己

負
担
が
無
料
に
な
り
ま
す
。）

※

現
物
給
付
は
、
０
歳
か
ら
満
６
歳

到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
子

ど
も
が
対
象
で
す
。

◆
支
給
申
請

　
「
県
内
」の
医
療
機
関（
病
院
・
歯
科
・

調
剤
薬
局
な
ど
）
で
受
診
さ
れ
た
場

合
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
保
険
証

と
受
給
資
格
者
証
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。
役
場
へ
申
請
は
不
要
で
す
。

※

受
給
資
格
者
証
を
提
示
し
て
い
な

い
と
助
成
が
遅
れ
た
り
、
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

「
県
外
」
の
医
療
機
関
な
ど
で
受
診

さ
れ
た
場
合
お
よ
び
中
学
校
卒
業
後

の
入
院
の
場
合
は
、
領
収
証
、
健
康

保
険
証
、
預
貯
金
通
帳
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
確
認
書
類
を
持
参
の
上
、
役
場

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
所
得
判
定

　

毎
年
９
月
に
所
得
判
定
に
よ
る
資

格
認
定
が
あ
り
、
所
得
が
限
度
額
を

超
過
し
た
場
合
は
次
年
度
の
所
得
判

定
ま
で
１
年
間
資
格
喪
失
と
な
り
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
住
民
課

℡（
46
）
3
1
1
7

海
山
総
合
支
所
住
民
室

℡（
32
）
3
9
0
2

町からのおしらせ　～ Information ～

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
ご
案
内

区分 対象範囲 対象医療費

①身体に障がいのある方でその等級が「1・2 級お
　よび 3級」の方
②療育手帳の障がい程度が「最重度・重度」の方、
　または知能指数が「35以下」と判定された方
③身体に障がいのある方でその等級が「4級」の方
　のうち、療育手帳の障がい程度が「中度」の方、
　または知能指数が「50以下」と判定された方
④精神に障がいのある方でその等級が「1級」の方

①18歳になった日以降の初めての3月31日までの
　児童を扶養している一人親家庭などの母または
　父およびその児童※
②父母のいない18歳になった日以降の初めての3
　月 31 日までの児童※

①通院…0 歳から 15 歳になった日以降の初めての
　 3月 31 日までの児童※
②入院…0 歳から 18 歳になった日以降の初めての
　3月 31 日までの児童（婚姻された方は除く）※

医療保険各法の規定による自己負
担相当額
※④については通院分のみ

医療保険各法の規定による自己負
担相当額

医療保険各法の規定による自己負
担相当額

障がいのある方

一人親家庭など

子ども

※ただし、4 月 1 日生まれの方は前月末日まで
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過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
は
ガ
チ
ン
コ
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク

ジ
ム
（
以
下
、
ガ
チ
ン
コ
教
室
）
を

紹
介
し
ま
す
。

◆
ガ
チ
ン
コ
教
室
（
毎
週
月
曜
日
）

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
15
分

　

家
崎
仁
成
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
、
ガ
チ
ン
コ
教
室
を
開
講
し
て

い
ま
す
。

　

ガ
チ
ン
コ
教
室
で
は
、
高
強
度
イ

ン
タ
ー
バ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。

　

自
分
の
体
重
を
用
い
た
強
度
の
高

い
運
動
を
連
続
で
行
う
こ
と
に
よ

り
、
健
康
づ
く
り
に
重
要
と
さ
れ
る

全
身
持
久
力
や
筋
力
な
ど
を
総
合
的

に
鍛
え
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
後
の
消
費
カ
ロ
リ
ー

増
加
作
用
（
ア
フ
タ
ー
バ
ー
ン
効
果
）

に
よ
り
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。

　

運
動
習
慣
の
あ
る
方
や
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
い
る
方
な
ど
一
定
の
体

力
が
あ
る
方
に
お
す
す
め
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
半
袖
の
季
節
に
向
け
た
ボ

デ
ィ
メ
イ
ク
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー

℡（
31
）
０
２
１
０

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

℡（
46
）
３
１
２
５

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
し
ら
せ

健
康
へ
の
第
一
歩
！

　三重おもいやり駐車場利用証制度は身体に障がいのある方や要介護高齢者、妊産婦、けが人な
どで歩行が困難な方に、公共施設や商業施設などに設置されている「おもいやり駐車場」の利用
証を交付する制度です。

【問い合わせ】本庁福祉保健課　℡（46）3122　海山総合支所福祉環境室　℡（32）3904

有効期限、過ぎていませんか？有効期限、過ぎていませんか？

～三重おもいやり駐車場利用証～～三重おもいやり駐車場利用証～

交付対象　歩行が困難で以下の基準に該当する方
○障がい者（身体障がい、知的障がい、精神障がい）
○要介護高齢者など　○難病患者　○妊産婦　
○けが人　など
※等級などの交付要件がありますので、詳しくはお
問い合わせください。
申請方法
　本庁福祉保健課または海山総合支所福祉環境室で
配布の申請書にてお申し込みください。
有効期限、過ぎていませんか？
　「おもいやり駐車場利用証」には、有効期限のある
ものがあります。
　有効期限が切れている方、有効期限をまもなく迎
える方で、引き続き利用証の交付を希望される方は、

再度交付申請手続きが必要です。（有効期限の３カ月
前から手続き可能です。）
　なお、引き続きの交付を希望されない方や、障が
い等級の変更・ケガや病気からの回復、お子さまが
１歳半になった方など交付要件に該当しなくなった
場合は、速やかに、お手元の利用証を本庁福祉保健
課または海山総合支所福祉環境室までご返却くださ
い。
皆さんへのお願い
　この制度が成り立つためには、皆
さん一人一人の「おもいやり」「ゆず
りあい」の心が必要です。歩行が困
難な方が利用しやすい駐車場になる
よう、ご協力をお願いします。



20広報きほく2022年3月号

スポーツ少年団募集Recruit
いっしょに「キラキラ」輝こう！

対　象：小学校 1年生～ 6年生の男子
練習日：月・木・金曜日（午後 5時～ 7時）
　　　　水曜日（午後 3時 30 分～ 6時 30 分）
　　　　土曜日（①午前 9時～正午/②午後1時～5時）
　　　　日曜日（午前 9時～正午）
場　所：海山体育館（月・木・金・土曜日②）
　　　　西小学校体育館（水・土①・日曜日）
会　費：月額 1,000 円（保険料を含む）
責任者（代表者）：濵田　弘道　℡090-8671-8418

教育委員会本庁生涯学習課　℡46-3125　海山総合支所教育室　℡32-3905
※参加を希望される場合は、各責任者（代表者）などにお問い合わせください。

対　象：幼稚園年長～小学校 6年生の女子
練習日：月・水・木曜日（午後 5時～ 7時）
　　　　土・日曜日（午後 1時～5時）
場　所：東長島スポーツ公園体育館
会　費：月額 1,500 円（保険料別途必要）
責任者（代表者）：宮原　久美　℡090-4083-1

対　象：幼稚園年長～小学校 6年生の女子
練習日：月・水・木曜日（午後 5時～ 7時）
　　　　土・日曜日（午後 1時～5時）
場　所：東長島スポーツ公園体育館
会　費：月額 1,500 円（保険料別途必要）
責任者（代表者）：宮原　久美　℡090-4083-1727

紀伊長島ミニバスケットボール教室 紀伊長島少年少女空手クラブ

対　象：小学校 1年生～ 6年生の男女
練習日：土・日曜日、祝日（午前 9時～午後 5時）
場　所：海山グラウンド
会　費：月額 2,000 円（用具代・保険料など含む）
責任者（代表者）：井谷　雅史　℡32-2811
事務局：奥村　仁　℡32-1369

対　象：小学校 1年生～ 6年生の男女
練習日：土・日曜日、祝日（午前 9時～午後 5時）
場　所：海山グラウンド
会　費：月額 2,000 円（用具代・保険料など含む）
責任者（代表者）：井谷　雅史　℡32-2811
事務局：奥村　仁　℡32-1369

海山クラブ（ソフトボール） 紀北町剣道スポーツ少年団

対　象：小学校 1年生～ 6年生の男女
練習日：火・木曜日（午後 6時 30 分～ 8時 30 分）
　　　　土・日曜日（午前 9時～正午）
場　所：赤羽公園多目的グラウンド（火・木曜日）
　　　　大白公園多目的グラウンド（土・日曜日）
会　費：月額 1,000 円（登録料・保険料別途必要）
責任者（代表者）：東　尚史
事務局：森本　太郎　℡090-7439-1488　

対　象：小学校 1年生～ 6年生の男女
練習日：火・木曜日（午後 6時 30 分～ 8時 30 分）
　　　　土・日曜日（午前 9時～正午）
場　所：赤羽公園多目的グラウンド（火・木曜日）
　　　　大白公園多目的グラウンド（土・日曜日）
会　費：月額 1,000 円（登録料・保険料別途必要）
責任者（代表者）：東　尚史
事務局：森本　太郎　℡090-7439-1488　

対　象：小学校 1年生以上の男女
練習日：火・木曜日（午後 6時 30 分～ 7時 30 分）
　　　　水・土曜日（午後 6時～ 7時 30 分）
場　所：三浦公民館（火・木曜日）　
　　　　東長島スポーツ公園武道館（水・土曜日）　
会　費：月額 2,000 円（保険料別途必要）
責任者（代表者）：井谷　哲　℡090-7024-4700

紀州エスフォルソFC　U12（サッカー） 紀伊長島少林寺スポーツ少年団

海陽ミニバスケットボールクラブ

問い合わせ

772277

対　象：幼稚園年長～中学校 3年生の男女
練習日：月・金曜日（午後 6時～ 7時）
場　所：東長島スポーツ公園武道館
会　費：月額 2,500 円（保険料別途必要）
責任者（代表者）：橋本　陽一　℡47- 4182

対　象：小学校 1年生以上の男女
練習日：月曜日（午後 6時 30 分～ 8時）
　　　　水曜日（午後 7時～ 9時）
　　　　土曜日（午後 1時～ 3時）
場　所：東長島スポーツ公園武道館（月曜日）
　　　　海山体育館（水・土曜日）
会　費：月額 1,000 円（保険料別途必要）
責任者（代表者）：喜多　正道　℡090-8738-8951

紀州熊野合気会紀北道場

対　象：小学校 1年生以上の男女
練習日：月曜日（午後 7時～ 8時）
　　　　火・木曜日（午後 6時 30 分～ 7時 30 分）
場　所：東長島スポーツ公園武道館（月曜日）
　　　　船津小学校体育館（火・木曜日）
会　費：年間 800 円（保険料を含む）
責任者（代表者）：小林　利徳　℡090-7917-7229

対　象：小学校 1年生以上の男女
練習日：月曜日（午後 7時～ 8時）
　　　　火・木曜日（午後 6時 30 分～ 7時 30 分）
場　所：東長島スポーツ公園武道館（月曜日）
　　　　船津小学校体育館（火・木曜日）
会　費：年間 800 円（保険料を含む）
責任者（代表者）：小林　利徳　℡090-7917-7229
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Kihoku PlaybackNews
&

Topics まちの話題

なわとび大会

　赤羽小学校でなわとび大会が行われました。児童は日

頃練習した技をみんなの前で披露し、チーム戦では合計

200回跳ぶリレー方式や長なわとびなどお互い応援しあ

いながらなわとびを楽しんでいました。

1/28　赤羽小学校

すのこ製作
1/25　三船中学校

　みえ森と緑の県民税を活用した森林環境教育活動支援

事業の一環として尾鷲ヒノキを使ったすのこ（ざら板）の

製作が行われました。

防災学習報告会

　潮南中学校の生徒による防災学習報告会が開催されま

した。各学年ごとに地域の防災について学習した内容を

発表し、後半は相賀自主防災会会長の岡村さんによる防

災講演で平成16年の水害について学んでいました。

1/22　海山公民館・潮南中学校

たこ揚げ
1/19　赤羽公園多目的グラウンド

　紀伊長島幼稚園の園児がたこ揚げを行いました。自分

の好きな絵を描いたたこを空高く揚げようと園児たちは

一生懸命走っていました。
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保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
は
、
皆
さ
ま
の
保
険
料
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
た
い
せ
つ
な
制

度
で
す
。

　

納
め
忘
れ
を
そ
の
ま
ま
に
さ
れ
ま

す
と
、
通
常
の
保
険
証
か
ら
有
効
期

限
の
短
い
保
険
証
へ
の
切
り
替
え
や
、

資
格
証
明
書
の
交
付
、
さ
ら
に
は
財

産
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
督
促
状
に
加
え
て
、
定
期

的
に
未
納
部
分
の
お
知
ら
せ
通
知
を

送
付
し
、
さ
ら
に
は
町
が
委
託
し
た

民
間
事
業
者
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
ア
ウ
ト
）
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

電
話
で
納
付
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
諸
事
情
に
よ
り
す
ぐ
に

納
付
が
困
難
な
場
合
、
納
付
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
は
本
庁
住

民
課
ま
た
は
海
山
総
合
支
所
住
民
室

ま
で
印
鑑
を
持
参
の
上
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

４
月
か
ら
の
新
生
活
に
向
け
て

◆
就
学
に
よ
り
転
出
さ
れ
る
方

　

紀
北
町
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
（
保
険
証
）
を
お
持
ち
の
方
が
、

高
校
や
大
学
な
ど
に
就
学
す
る
た
め
、

紀
北
町
以
外
の
市
区
町
村
に
転
出
す

る
場
合
、
特
例
に
よ
り
引
き
続
き
紀

北
町
の
国
民
健
康
保
険
を
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

転
出
手
続
き
の
際
に
学
生
と
し
て

転
出
す
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

〇
保
険
証
、
学
生
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
も
の
（
学
生
証
、
在
学
証
明
書

な
ど
）

◆
卒
業
・
退
学
・
就
職
な
ど
に
よ
り

学
生
で
な
く
な
る
方

　

特
例
に
よ
り
転
出
後
も
紀
北
町
の

国
民
健
康
保
険
を
使
用
さ
れ
て
い
る

方
が
、
学
生
で
な
く
な
っ
た
と
き
は

国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

〇
保
険
証
、
学
生
で
な
く
な
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
も
の
（
卒
業
証
明
書
、

退
学
証
明
書
な
ど
）

〇
新
し
く
加
入
し
た
保
険
証
（
他
の

健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
）

　

平
日
、
役
場
開
庁
時
間
内
の
来
庁

が
難
し
い
方
へ
の
対
応
と
し
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
な
ど
の
時

間
外
の
事
務
を
実
施
し
ま
す
。（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。）

夜
間
窓
口

３
月
９
日
（
水
）・
16
日
（
水
）

本
庁
住
民
課

３
月
23
日
（
水
）

海
山
総
合
支
所
住
民
室

午
後
５
時
15
分
〜
７
時

休
日
窓
口

３
月
12
日
（
土
）
本
庁
住
民
課

３
月
13
日
（
日
）
海
山
総
合
支
所
住

民
室

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

※

予
約
の
上
、
申
請
時
に
本
人
確
認

書
類
な
ど
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
住
民
課

℡（
46
）
３
１
１
７

海
山
総
合
支
所
住
民
室

℡（
32
）
３
９
０
２

　

公
民
館
講
座
な
ど
の
成
果
発
表
の

場
と
し
て
例
年
開
催
し
て
い
る
作
品

展
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

℡（
46
）
３
１
２
５

海
山
総
合
支
所
教
育
室

℡（
32
）
３
９
０
５

　

３
月
１
日
（
火
）
か
ら
７
日
（
月
）

ま
で
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実

施
し
ま
す
。
今
年
度
の
全
国
統
一
防

火
標
語
は
「
お
う
ち
時
間　

家
族
で

点
検　

火
の
始
末
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
発
生

し
や
す
い
時
季
が
続
い
て
い
ま
す
の

で
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
て
、

火
災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◆
住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る　

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

《
三
つ
の
習
慣
》

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る　

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

《
四
つ
の
対
策
》

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
消
火
器
を
設
置
す
る

④
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

◆
も
し
も
の
と
き
に
備
え
て

　

現
在
、
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
、
設
置
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
た
い
せ
つ
な
ご
家
族
の
命

を
守
る
た
め
に
も
早
期
に
設
置
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
定
期
的
に
作
動
確

夜
間
、
休
日

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
交
付
な
ど
の

窓
口
を
開
設
し
ま
す

（
予
約
制
で
す
）

お
し
ら
せ
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住
民
課

公
民
館
講
座
作
品
展

中
止
の
お
し
ら
せ

生
涯
学
習
課

春
季
全
国
火
災

予
防
運
動
の
お
し
ら
せ

三
重
紀
北
消
防
組
合
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認
を
行
い
、
電
池
切
れ
や
機
器
本
体

の
故
障
の
場
合
、
電
池
や
機
器
本
体

を
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
寿
命
は
約
10
年
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
紀
北
消
防
組
合
予
防
課

℡（
22
）
２
０
５
１

　

東
紀
州
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象

に
、「
観
光
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
住

民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
答
方
法　

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の
フ
ォ
ー
ム
に
て
回
答

し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
期
間　

３
月
１
日
（
火
）
〜
20
日
（
日
）

調
査
内
容　

東
紀
州
地
域
の
観
光
づ

く
り
に
関
す
る
意
識
調
査

調
査
目
的　

東
紀
州
地
域
に
お
住
ま

い
の
方
々
の
観
光
地
域
づ
く
り
に
対

す
る
意
識
な
ど
を
把
握
し
、
今
後
の

観
光
施
策
に
生
か
す
た
め

対
象　

東
紀
州
地
域
に
お
住
ま
い
の

方【
問
い
合
わ
せ
】

（
一
社
）
東
紀
州
地
域
振
興
公
社

観
光
係

℡
０
５
９
７
（
89
）
６
１
７
２

　

一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方
（
75

歳
以
上
の
方
な
ど
）
の
医
療
費
の
窓

口
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
、
一
定

の
所
得
の
あ
る
方
（
75
歳
以
上
の
方

な
ど
）
は
、
現
役
並
み
の
所
得
者
（
窓

口
負
担
割
合
３
割
）
を
除
き
、
医
療

費
の
窓
口
負
担
割
合
が
２
割
に
な
り

ま
す
。
変
更
対
象
と
な
る
方
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
全
体
の

う
ち
約
20
％
の
方
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
令
和
４
年
度
に
限

り
保
険
証
が
２
回
発
行
さ
れ
ま
す
の

で
、
有
効
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

制
度
に
関
す
る
ご
質
問
は
、
厚
生

労
働
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

厚
生
労
働
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡（
０
１
２
０
）
０
０
２
７
１
９

　

令
和
４
年
度
の
協
会
け
ん
ぽ
三
重

支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
、
令
和
３

年
度
よ
り
も
引
き
上
げ
、
介
護
保
険

料
率
（
全
国
一
律
）
は
引
き
下
げ
と

な
り
ま
す
。

※

変
更
は
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
と
な
り
ま
す
。

※

対
象
は
、
協
会
け
ん
ぽ
三
重
支
部

発
行
の
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

で
す
。

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
】

全
国
健
康
保
険
協
会
三
重
支
部

℡
０
５
９
（
２
２
５
）
３
３
１
７

（
企
画
総
務
グ
ル
ー
プ
）

観
光
地
域
づ
く
り
に

関
す
る
住
民
意
識
調
査

（
一
社
）
東
紀
州
地
域
振
興
公
社

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
関
す
る
お
し
ら
せ

厚
生
労
働
省

令
和
４
年
度
の
協
会

け
ん
ぽ
の
保
険
料
率

に
つ
い
て

全
国
健
康
保
険
協
会
三
重
支
部

住民意識調査
の回答は
こちら

●健康保険料率
現行（令和 3年度）9.81％
 →令和 4年 3月分～ 9.91％（引き上げ）

●介護保険料率
現行（令和 3年度）1.80％
 →令和 4年 3月分～ 1.64％（引き下げ）

■広告掲載料 
1回　10,000円

（1枠あたり、消費税込み）

お気軽にお問い合わせください

本庁企画課　℡46-3113

■広告掲載料 
3カ月　9,000円

（1枠あたり、消費税込み）

紀北町
ホーム
ページ

広報きほく
有料広告
募集中
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けんこうの広場

こころの緊張をほぐす♪ 力を抜くだけのリラックス法「筋弛緩法」
　人は不安や緊張などのストレスを抱えているとき、無意識のうちに体に力が入っています。
筋弛緩法とは、意識的に筋肉に力を入れて、そのあと緩めることを繰り返すことでリラック
スしていく方法です。

【効果】
○ 体の緊張が解きほぐされ、心もリラックスする
○ 手足の体温を上げる
○ 呼吸を深くする
○ 眠りやすくする
【やり方】
　体の各部位にギューッと力を入れた後、ダラーッと脱
力します。緊張する感覚と力が抜ける感覚をしっかり体
感することがたいせつです。

【例：肩】
①両肩を耳に近づけ、肩をすくめるようにして肩の緊張
状態を５秒続ける。肩だけを緊張させるため、両腕はダ
ラーンとまっすぐ伸ばした状態にしておく。
②一度に力を抜き、両肩全体が弛緩した状態を20 秒続け
る。

　いつでもどこでも、どんな姿勢でもできますので、毎
日の生活に取り入れてみてください。

ちょい減らし＋10（プラス・テン）より『 ちょいといい話 』

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
続
い
て
お
り
、
感
染
そ
の
も

の
へ
の
不
安
に
加
え
、
生
活
や
仕
事

の
変
化
を
強
い
ら
れ
、
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

不
安
な
気
持
ち
は
、
人
に
話
す
こ

と
で
、
少
し
楽
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
身

近
な
人
に
気
持
ち
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

た
い
せ
つ
な
人
の
変
化
に
気
づ
い

た
ら
、
あ
な
た
に
も
で
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

①
気
づ
き

　

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ
い
て

声
を
か
け
る
。

②
傾
聴

　

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
耳
を

傾
け
る
。

③
つ
な
ぐ

　

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
促

す
。

④
見
守
る

　

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ

く
り
と
見
守
る
。

３
⽉
は
﹃
⾃
殺
対
策
強
化
⽉
間
﹄で
す
︒

こ
こ
ろ
の
声
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い

0570-064-556（有料）
お  こ  な おう まもろうよ   こ  こ   ろ

【FAXでご相談の方】
03 - 3868 -38110120-279-338

フリーダイヤル　　 つ　 な　ぐ　　　さ さ え る

まもろうよ　こころ
（厚生労働省）

よりそい
ホットライン
（24時間対応）

こころの相談窓口
月～金曜日午前 8 時30分～午後
5時 15分（祝日、年末年始除く）

こころの健康相談統一
ダイヤル

ＳＮＳ相談案内

支援情報
検索サイト

※一般的な生活上の悩みをはじめ、生活困窮者などに対する総合的な相談窓口です。

〇本庁福祉保健課（℡46-3122）
〇尾鷲保健所　　  （℡23-3428）

LINE・チャットで相談ができます。

相談窓口や自殺対策の取り組みなどの情報を掲載して
いるサイトです。

電話、メール、SNS などさまざまな方法の相談窓口をご
紹介しています。

まもろうよこころ

支援情報検索サイト

まもろうよこころ　SNS

しかん

しかん

しかん
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けんこうの広場

けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課（℡46-3122）
または海山総合支所福祉環境室（℡32-3904）までお願いします。

● すくすく子育て相談
日時： 3 月 16 日（水）午前 10 時～10 時 30 分
場所：東長島公民館
申し込み：不要
内容：子育てに関する各種相談、身体計測
持ち物：母子健康手帳

　町では対象になる方に指定の医療機関で肝炎ウイルス検診を実施しています。
【期間】3 月 31 日（木）まで
【対象】紀北町に住所を有する
〇今年度満40歳になる方（昭和 56年4月1日～昭和 57年 3月31日生）
〇今年度満41歳以上になる方（昭和56年3月31日以前生）で過去に肝炎ウイルス検診を受けたことがない方
【受診方法】事前にお問い合わせください。※満40歳になる方には6月に案内通知を発送しています。

肝炎ウイルス検診（医療機関）のおしらせ

　ケーブルテレビの行政チャンネル（123 チャンネル）で、自宅でできる町オリジナルの
「きほく活活体操」や気軽にできる運動、ウォーキングコースの紹介、口腔ケア、食事のワン
ポイントアドバイスなどを放送しており、2 月 3 日から内容をリニューアルしています。
【放送時間】（1 日 3 回放送）
午前 8 時～ 8 時 30 分・午後 3 時 30 分～ 4 時・午後 8 時～ 8 時 30 分

「きほく活活体操＆ちょい減らし +10 ワンポイントアドバイス」

リニューアルしました！

Information 町内の「 健康 」に関するイベントや、最新情報をお届けします！

３月の健康カレンダー

か と う 小 児 科

日

日

日

3/6

3/20

3/27

月日 曜日 病　院　名

℡47-3341

電　　話

紀北医師会休日診療当番表

お子さまのイベント

問い合わせ

診療時間　午前９時～午後５時
※受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
※日程や時間は変更がある場合がありますので
ご注意ください。

●詳しくは、救急医療情報システム
（℡ 059-229-1199）にお問い合わせください。

こころの健康相談

日時・場所　ご相談に応じます。
対象　こころの健康に関する悩みを持つ方やご家族

※上記以外は、尾鷲総合病院で対応します。

こうくう
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3 月の新刊案内図書室だより

海山図書室から 紀伊長島図書室から

「図書名」/著者名

■一般図書
「黛家の兄弟」/砂原浩太朗
「白崎茶会の発酵定食 体にやさしい献立と作りおき」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/白崎裕子
「さばの缶づめ、宇宙へいく」/小坂康之
■児童図書
「こんなかお、できる？」/ウィリアム・コール
「なぜ、穴を見つけるとのぞきたくなるの？子どもの質
問に学者が本気でこたえてみた。」/石川幹人
「絵本 はたらく細胞３ はじめての敵！新型コロナウイ
ルス」/牧村久実

KIHOKU TOWN LIBRARY

「図書名」/著者名

■一般図書
「海神」/染井為人
「死ぬまで、働く。」/池田きぬ
「ばらまき 河井夫妻大規模買収事件 全記録」
　　　　　　　　   / 中国新聞「決別 金権政治」取材班
■児童図書
「だいじ だいじ どーこだ？」/遠見才希子
「ひなまつりセブン」/もとしたいづみ
「地下鉄のサバイバル２」/ゴムドリco．

「母の待つ里」
浅田次郎

家族も故郷もない還暦世代の3人の男
女の元に舞い込んだ「理想のふるさと」
への招待。奇妙だけれど魅力的な誘いに
半信半疑で向かった先には、かけがえの
ない「母」との出会いが待っていた。
彼らが見出す人生の道しるべとは？

「ボタニカ」
朝井まかて

ただひたすら植物を愛し、その採集
と研究、分類に無我夢中。莫大な借
金、学界とのあつれきも、なんのそ
の。全ては「なんとかなるろう！」
――日本植物学の父、牧野富太郎。
愛すべき天才の情熱と波乱の生涯！

情報学習教室からイベントのおしらせ

【問い合わせ】情報学習教室　℡ 32-3915

「よみきかせの会」

今月の「よみきかせの会」はお休みです。

本のリサイクルのおしらせ

本のリサイクルフェアを 3 月12日（土）から
開催します。保存期間を過ぎた図書・雑誌を
無料でお渡しします。対象雑誌は主に、2020
年1月～12月の NHKテレビテキスト・サライ・
オレンジページなどです。なくなり次第終了
し、取り置きはできません。

●  海山図書室・紀伊長島図書室
　   【開室時間】火～金曜日 /午前９時～午後６時　土・日曜日 /午前９時～午後５時　※正午～午後１時閉室
　   【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

※返却期限を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
【問い合わせ】　海山図書室  ℡ 32-3915 ／ 紀伊長島図書室  ℡ 47- 3906

ばくだい

パソコン５種目制覇タイムレース！
しゅ　もく　せい　  は

レースは何回でも挑戦できます。それぞれの種目で一番速いタイムを入
力して5種目の合計タイムで競争します。挑戦期間は3月26日（土）まで。
さぁ！君もパソコンでタイムレースに参加しよう！小学生はもちろん、
大人の参加もお待ちしています。
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戸籍の窓
【令和4年1月1日～31日受付分】

（敬称略）
本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。

【
令
和
4
年
1
月
1
日
〜
31
日
受
付
分
】
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　弁護士による無料法律相談を次のとおり 2会
場にて開催します。困り事、争い事の法律的な
ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お
気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30 分以内で、定員は各場所５
名です。相談を希望される方は、前日までにご
予約をお願いします。
※同一内容での相談は原則 1回限りです。
※キャンセルされる場合は前日までにご連絡く
ださい。
※紀北町を訴訟相手とする場合、相談内容が訴
訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者間
に係争がある場合の双方同時の相談は原則とし
て利用できません。
【問い合わせ・申し込み】　
本庁住民課　℡46-3117

　社会保険、労働保険、労働問題、年金などの
ご相談を無料でお受けします。

※相談時間は１名45分程度です。
【申し込み】三重働き方改革推進支援センター
　　　　　　　　　　　　　　  ℡0120 -111417
【問い合わせ】本庁商工観光課　℡46-3115

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、次
の事業を一時休止します。
○自衛消防訓練
○各種救急講習
ご理解とご協力をお願いします。
【問い合わせ】
三重紀北消防組合消防本部総務課　℡22-2021

日 程 時 間 場 所

午前10時30分～正午

午後1時～2時
役場本庁

生涯学習センター
2階午後3時～5時30分

3月
16日（水）

日 程 時 間 場 所

午前10時～正午

午後1時～4時
本庁202会議室

2階
3月

17日（木）

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

社会保険労務士無料相談
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　こんなにたくさんの種類のかんきつ類が町
内で売られているのはご存じですか？
　古里・道瀬地区では2月から 3 月にかけて
中晩柑が食べ頃を迎え、1年で最も種類が多
くなる季節です。ポンカン、マイヤーレモン、
清見、はるみ、黄金柑、不知火、八朔、津之輝、
セミノール、甘夏など、スタンダードなもの
からまだそれほど出回っていない新品種まで
少しずつ時期をずらしながら栽培されてお
り、季節が進むたびに違った味を探す楽しみ
があります。
　今回の取材では10 種類も見つけることが
できました。皆さんもお気に入りのミカンを
探してみてはいかがですか。

やっぱりええやん ! きほく

令和 3年3月 13 日生まれ

いつもマイペースな優ちゃん。
元気にすくすく大きくなってね。

＜東長島＞吉史・ねねさん

松田　優ちゃん
ゆう

令和 3年3月 4日生まれ

食いしん坊こはちゃん　　　　　　　　
１歳のお誕生日おめでとう♡

＜長島＞晃丞・栄希さん

濵野　心花ちゃん
こは

にじいろスマイル満１歳笑顔満１歳笑顔

「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の前月の10日までに
本庁企画課広報係または、海山総合支所総務室までお申し込みください。

（
令
和
4
年
2
月
1
日
現
在
) ※
外
国
人
を
含
む

■
人
口
：
14,785

人
　
　■
世
帯
数
：
7,818

世
帯

■
男
：
6,938

人
　
　
　
　女
：
7,847

人

〒
519-3292

三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
東
長
島
769

番
地
1

TEL 0597  (46)  3113　
　
　
FA
X 0597 （

47） 5908
（
直
通
）

（
直
通
）

かん

きよみ おうごんかん しらぬい はっさく つのかがやき

あまなつ

I　♡ みかん
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